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森
鷗
外
「
二
人
の
友
」
論
│
│
芸
術
と
学
問
の
関
係
か
ら
見
る
鷗
外
の
学
問
観
│
│
王
晨
野
一
、
は
じ
め
に
「
二
人
の
友
」
は
大
正
四
年
五
月
十
四
日
に
書
き
終
わ
り
、
同
年
六
月
一
日
に
雑
誌
『A
R
S
』
第
一
巻
第
三
号
に
発
表
さ
れ
た
小
説
で
あ
る
。
「
二
人
の
友
」
は
鷗
外
が
実
事
に
よ
っ
て
書
い
た
。
Ｆ
君
は
鷗
外
の
同
郷
の
青
年
、
福
間
博
の
こ
と
で
あ
り
、
安
国
寺
さ
ん
は
曹
洞
宗
の
僧
侶
、
太
平
山
安
国
寺
の
玉
水
俊
の
こ
と
で
あ
る
。
Ｆ
君
に
つ
い
て
、
小
説
で
「
そ
れ
か
ら
四
五
年
の
後
に
私
は
突
然
Ｆ
君
の
訃
音
に
接
し
た
。
咽
頭
の
癌
腫
の
た
め
に
急
に
な
く
な
つ
た
」
と
書
か
れ
た
よ
う
に
、
福
間
博
は
明
治
四
十
五
年
二
月
三
日
に
病
気
で
死
亡
し
た
。
ま
た
、
鷗
外
が
「
二
人
の
友
」
を
発
表
し
た
時
、
安
国
寺
さ
ん
の
モ
デ
ル
の
玉
水
俊
は
小
説
で
書
か
れ
た
よ
う
に
「
重
い
病
気
」
を
患
っ
て
お
り
、
大
正
四
年
十
月
四
日
に
死
亡
し
た
。
小
堀
桂
一
郎
氏
は
、
本
編
の
小
説
は
、「
当
人
に
送
呈
さ
れ
て
病
気
見
舞
の
役
割
を
果
た
し
た
」
と
指
摘
し
た
⑴
。
し
か
し
、
安
国
寺
さ
ん
の
病
気
に
つ
い
て
、
小
説
で
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
た
。
森
鷗
外
「
二
人
の
友
」
論
九
三
私
が
満
洲
で
受
け
取
つ
た
手
紙
の
う
ち
に
、
安
国
寺
さ
ん
の
手
紙
が
あ
つ
た
。
そ
の
中
に
重
い
病
気
の
た
め
に
ド
イ
ツ
語
の
研
究
を
思
ひ
止
ま
つ
て
、
房
州
辺
の
海
岸
転
地
療
養
に
往
く
と
云
ふ
こ
と
が
書
い
て
あ
つ
た
。（
以
下
略
）
満
洲
で
年
を
越
し
て
私
が
凱
旋
し
た
時
は
、
安
国
寺
さ
ん
は
も
う
九
州
に
帰
つ
て
ゐ
た
。
小
倉
に
近
い
山
の
中
の
寺
で
、
住
職
を
す
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
鷗
外
は
日
露
戦
争
で
第
二
軍
軍
医
部
長
と
し
て
、
明
治
三
十
七
年
二
月
か
ら
明
治
三
十
九
年
一
月
ま
で
中
国
大
陸
に
出
征
し
て
お
り
、
そ
の
間
に
玉
水
俊
の
病
を
知
っ
た
。
山
崎
一
穎
氏
の
考
証
に
よ
る
と
、
俊
の
病
気
は
結
核
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
大
正
四
年
九
月
十
八
日
に
再
発
し
て
死
に
至
っ
た
⑵
。
福
間
博
が
亡
く
な
っ
た
明
治
四
十
五
年
二
月
か
ら
、
俊
が
危
篤
に
な
っ
た
大
正
四
年
九
月
ま
で
、
こ
の
四
年
間
に
、
鷗
外
は
な
ぜ
大
正
四
年
に
こ
の
小
説
を
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
小
説
の
掲
載
媒
体
で
あ
る
雑
誌
『A
R
S
』
と
関
係
が
あ
る
。
『A
R
S
』
は
ラ
テ
ン
語
の
「
芸
術
」
の
意
味
で
あ
る
。
創
刊
号
に
掲
載
し
た
「
阿
蘭
陀
書
房
の
言
葉
」
と
題
す
る
後
書
き
に
、「
移
り
星
変
れ
ど
も
世
に
不
思
議
な
る
芸
術
の
矜
は
尽
き
ず
」、「
詩
は
自
動
車
の
叫
び
と
な
り
、
絵
は
三
角
と
な
る
こ
の
頃
の
か
り
こ
も
の
乱
れ
に
、
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
の
烽
火
い
か
に
勢
ひ
た
り
と
も
、
つ
り
し
の
ぶ
昔
の
恋
の
物
の
あ
は
れ
ぞ
い
や
さ
ら
に
な
つ
か
し
き
」⑶
と
い
う
文
か
ら
見
る
と
、
創
刊
者
に
当
た
る
北
原
白
秋
は
詩
と
絵
画
を
は
じ
め
と
し
た
芸
術
の
推
進
の
た
め
、
芸
術
を
志
望
し
た
青
年
の
応
援
を
目
的
に
し
て
『A
R
S
』
を
創
刊
し
た
。
恐
ら
く
鷗
外
は
『A
R
S
』
の
主
旨
か
ら
、
才
能
が
あ
る
若
い
二
人
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
の
だ
ろ
う
。ま
た
、
鷗
外
は
上
田
敏
と
共
に
『A
R
S
』
の
顧
問
を
担
当
し
て
い
た
。
鷗
外
は
『A
R
S
』
に
小
説
「
二
人
の
友
」
以
外
に
、
大
正
四
年
四
月
に
美
術
学
生
Ｍ
君
を
主
人
公
に
し
た
小
説
「
天
寵
」、
同
年
八
月
に
浪
花
節
を
聞
い
た
時
の
こ
と
を
書
い
た
「
余
興
」、
同
年
九
月
に
音
楽
学
校
の
ド
イ
ツ
人
教
師
グ
ス
タ
フ
・
ク
ロ
ー
ン
の
依
頼
で
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
作
曲
家
シ
ベ
リ
ウ
ス
の
曲
を
翻
訳
し
た
⑷
「
ア
テ
ネ
森
鷗
外
「
二
人
の
友
」
論
九
四
人
の
歌
」
の
三
篇
を
投
稿
し
た
。
こ
の
三
篇
は
絵
画
と
歌
を
描
い
た
た
め
、
い
ず
れ
も
芸
術
と
深
い
関
係
が
あ
り
、
雑
誌
の
創
刊
目
的
に
も
沿
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
二
人
の
友
」
は
、「
私
」
が
ド
イ
ツ
語
の
天
才
の
Ｆ
君
と
の
交
際
、
僧
侶
の
安
国
寺
さ
ん
と
の
交
換
授
業
、
及
び
安
国
寺
さ
ん
と
Ｆ
君
の
交
際
の
こ
と
を
書
い
た
。
こ
の
小
説
は
、
芸
術
を
志
す
青
年
が
主
題
と
い
う
よ
り
、
才
能
が
あ
る
青
年
た
ち
の
勉
学
と
日
常
が
描
か
れ
、
詩
や
絵
画
な
ど
の
芸
術
を
推
進
し
た
い
『A
R
S
』
の
主
旨
か
ら
や
や
離
れ
て
い
る
。
田
中
実
氏
は
Ｆ
君
を
西
洋
の
知
識
人
、
安
国
寺
さ
ん
を
東
洋
の
知
識
人
、「
私
」
を
両
方
の
学
問
に
通
じ
る
全
能
者
と
し
て
次
の
よ
う
に
解
釈
し
た
。
Ｆ
君
と
安
国
寺
さ
ん
の
物
語
か
ら
、「
東
洋
の
「
学
徳
」
が
西
洋
の
分
析
的
知
性
に
圧
倒
さ
れ
、
衰
退
さ
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
逆
に
そ
の
西
洋
の
分
析
的
知
性
の
有
効
性
の
限
界
が
露
わ
に
な
」
り
、「「
私
」
に
と
っ
て
の
〈
二
人
の
友
〉
の
関
わ
り
に
こ
そ
、「
私
」
の
生
き
て
き
た
日
本
の
近
代
の
姿
が
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
歪
曲
し
た
不
幸
な
構
造
が
示
さ
れ
て
い
る
」⑸
と
指
摘
し
た
。
要
す
る
に
、「
二
人
の
友
」
の
根
底
に
あ
る
の
は
鷗
外
の
学
問
に
つ
い
て
の
考
え
方
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
鷗
外
に
お
け
る
学
問
と
芸
術
の
関
係
を
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
で
は
小
説
と
実
話
の
ズ
レ
、
鷗
外
に
お
け
る
学
問
と
芸
術
の
関
係
性
を
研
究
し
た
上
で
、
鷗
外
が
学
問
に
対
す
る
態
度
を
究
明
す
る
。
二
、
福
間
博
と
Ｆ
君
「
二
人
の
友
」
は
、「
私
」
が
「
豊
前
の
小
倉
に
足
掛
三
年
ゐ
」
た
時
に
Ｆ
君
と
安
国
寺
さ
ん
と
知
人
に
な
り
、
東
京
に
戻
っ
て
か
ら
も
二
人
と
の
交
際
を
続
け
て
い
た
こ
と
を
描
い
た
。
Ｆ
君
と
は
、「
初
の
年
の
十
月
」
に
鍛
冶
町
に
住
ん
だ
頃
か
ら
交
際
を
始
め
た
。
安
国
寺
さ
ん
と
は
、「
京
町
の
家
に
引
き
越
し
た
頃
か
ら
」、
交
際
を
始
め
た
。
そ
の
後
、「
私
」
が
東
京
へ
帰
っ
た
時
、
Ｆ
君
も
安
国
寺
さ
ん
も
東
京
に
来
て
、
交
際
を
続
け
た
。
森
鷗
外
「
二
人
の
友
」
論
九
五
「
二
人
の
友
」
は
主
に
鷗
外
の
実
体
験
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
小
説
で
あ
る
。
鷗
外
は
明
治
三
十
二
年
六
月
に
小
倉
に
行
き
、
鍛
冶
町
八
十
七
番
地
に
住
み
、
明
治
三
十
二
年
十
月
十
二
日
に
Ｆ
君
の
モ
デ
ル
で
あ
る
福
間
博
と
知
人
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
明
治
三
十
三
年
十
一
月
二
十
三
日
に
安
国
寺
さ
ん
の
モ
デ
ル
で
あ
る
俊
と
知
人
に
な
り
、
十
二
月
二
十
四
日
に
京
町
五
丁
目
五
十
四
番
地
に
引
っ
越
し
た
。
そ
し
て
、
明
治
三
十
五
年
三
月
に
東
京
に
帰
っ
た
。
鷗
外
の
日
記
と
書
簡
か
ら
、
小
説
で
書
か
れ
た
交
際
の
過
程
が
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、
福
間
博
と
の
初
対
面
の
日
、
明
治
三
十
二
年
十
月
十
二
日
の
條
に
、
鷗
外
は
以
下
の
よ
う
に
記
録
に
残
し
た
。
十
二
日
。
公
退
後
一
客
に
接
す
。
福
間
氏
、
名
は
博
。
石
見
国
安
濃
郡
刺
鹿
村
の
人
。
明
治
八
年
五
月
二
十
二
日
生
る
。
卒
然
予
に
語
り
て
曰
く
。
嘗
て
東
京
に
在
り
て
先
生
の
教
を
承
け
ん
と
欲
す
。
先
生
の
事
多
き
を
知
る
を
以
て
敢
て
請
は
ず
。
今
先
生
僻
境
に
在
り
。
必
ず
や
多
少
の
閑
暇
あ
ら
ん
。
幸
に
我
に
獨
逸
文
学
の
蘊
奥
を
授
け
よ
。
此
数
百
里
の
行
を
し
て
徒
労
に
帰
せ
し
む
る
こ
と
勿
れ
と
。
予
聞
き
て
半
信
半
疑
し
、
試
み
に
坐
右
の
獨
逸
書
を
披
き
て
読
ま
し
む
る
に
、
誦
読
翻
訳
、
百
に
一
失
な
し
。
乃
ち
充
し
て
毎
夕
一
時
間
来
り
て
疑
を
質
さ
し
む
。⑹
ま
た
、
Ｆ
君
に
貸
し
た
旅
費
に
つ
い
て
、
鷗
外
は
母
宛
て
の
書
簡
に
、
明
治
三
十
四
年
「
八
月
十
六
日
以
降
二
十
六
日
間
に
六
回
に
わ
た
っ
て
、
福
間
か
ら
借
金
に
つ
い
て
何
ら
の
音
沙
汰
の
な
い
」⑺
と
訴
え
た
。
こ
の
よ
う
に
、
小
説
は
ほ
と
ん
ど
事
実
通
り
に
書
か
れ
て
い
る
。ま
た
、
鷗
外
の
長
男
森
於
菟
は
俊
と
共
に
福
間
博
に
ド
イ
ツ
語
を
教
わ
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
福
間
博
と
俊
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
た
。
（
引
用
者
注：
玉
水
俊
の
こ
と
を
）
私
た
ち
は
も
と
住
持
し
て
い
た
小
倉
の
寺
の
名
で
安
国
寺
さ
ん
と
呼
ん
だ
が
痩
せ
て
丈
も
低
く
眼
が
凹
ん
で
、
森
鷗
外
「
二
人
の
友
」
論
九
六
頭
は
汚
く
鋏
を
入
れ
、
頬
に
も
顎
に
も
い
つ
も
無
精
ひ
げ
が
延
び
て
い
た
。
風
采
は
甚
だ
あ
が
ら
な
い
。
小
倉
で
は
父
に
唯
識
論
を
講
じ
、
父
か
ら
獨
逸
哲
学
を
教
わ
っ
て
楽
し
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
東
京
へ
帰
っ
て
か
ら
の
父
は
多
忙
で
福
間
さ
ん
か
ら
の
独
逸
語
の
質
問
を
う
け
る
ひ
ま
も
、
私
に
独
逸
語
を
教
え
る
時
間
も
持
た
ぬ
と
同
時
に
安
国
寺
さ
ん
と
の
交
換
教
授
も
で
き
な
く
な
っ
た
。
私
は
福
間
さ
ん
の
所
に
独
逸
語
を
教
わ
り
に
行
き
、
安
国
寺
さ
ん
も
私
と
机
を
な
ら
べ
て
勉
強
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。（
中
略
）
さ
て
福
間
さ
ん
の
弟
子
に
さ
れ
た
安
国
寺
さ
ん
は
私
よ
り
は
る
か
に
出
来
な
か
っ
た
。
父
に
独
逸
哲
学
の
本
を
遂
語
訳
に
教
え
て
貰
っ
て
た
や
す
く
理
解
し
た
坊
さ
ん
は
、
独
逸
文
法
を
発
音
語
格
の
変
化
か
ら
教
え
こ
ま
れ
機
械
的
の
暗
記
を
強
い
ら
れ
た
。
安
国
寺
さ
ん
は
神
経
衰
弱
に
な
っ
た
。
ま
た
安
国
寺
さ
ん
は
父
の
依
頼
で
平
易
な
仏
典
の
講
義
を
祖
母
と
義
母
と
の
た
め
に
し
た
。
こ
れ
は
父
の
願
望
し
た
家
庭
教
育
と
平
和
の
た
め
の
よ
う
で
あ
る
が
認
む
べ
き
成
果
は
挙
ら
な
か
っ
た
。
結
局
安
国
寺
さ
ん
は
失
望
し
て
淋
し
く
九
州
に
帰
っ
た
。⑻
於
菟
の
回
想
は
ほ
と
ん
ど
小
説
に
描
か
れ
た
出
来
事
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
三
十
七
年
に
俊
は
肺
結
核
の
た
め
に
転
地
療
養
し
て
い
た
が
、
小
説
で
「
私
は
安
国
寺
さ
ん
が
語
学
の
た
め
に
甚
だ
し
く
苦
し
ん
で
、
其
病
を
惹
き
起
し
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
つ
た
」
と
書
か
れ
た
よ
う
に
、
於
菟
は
同
じ
く
「
安
国
寺
さ
ん
は
」「
機
械
的
の
暗
記
を
強
い
ら
れ
」、「
神
経
衰
弱
に
な
」
り
、「
失
望
し
て
淋
し
く
九
州
に
帰
っ
た
」
と
、
福
間
博
の
暗
記
を
強
要
す
る
教
授
法
が
俊
の
病
の
一
因
だ
と
推
測
し
た
。
於
菟
の
回
想
は
昭
和
三
十
七
年
に
書
か
れ
た
。
五
十
数
年
前
の
十
代
頃
の
出
来
事
に
関
す
る
記
憶
に
、
小
説
「
二
人
の
友
」、
及
び
父
鷗
外
か
ら
聞
い
た
話
が
ど
の
ぐ
ら
い
影
響
を
与
え
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
ド
イ
ツ
語
教
育
に
お
い
て
、
暗
記
法
が
一
般
的
で
あ
る
。
福
間
博
は
明
治
三
十
六
年
に
上
京
し
た
。
第
一
高
等
学
校
で
の
履
歴
書
に
よ
る
と
、
福
間
博
は
明
治
三
十
六
年
に
第
一
高
等
学
校
で
ド
イ
ツ
語
の
教
師
に
な
り
、
明
治
三
十
八
年
に
正
式
に
教
授
に
な
っ
た
⑼
。
第
一
高
等
学
校
に
福
間
博
と
同
世
代
の
ド
イ
ツ
語
教
師
は
、
夏
目
漱
石
の
『
三
四
郎
』（『
朝
日
新
聞
』、
明
治
四
十
一
年
九
月
〜
十
二
月
）
の
広
田
先
生
の
モ
デ
ル
と
言
わ
れ
た
岩
元
禎
と
ド
イ
ツ
人
の
エ
ミ
ー
ル
・
ユ
ン
ケ
ル
が
い
た
。
当
時
の
第
一
高
等
学
校
は
規
定
森
鷗
外
「
二
人
の
友
」
論
九
七
の
教
科
書
が
な
く
、
教
員
に
よ
っ
て
選
別
す
る
。
松
井
健
人
氏
の
調
査
に
よ
る
と
、
岩
元
禎
の
教
授
法
は
「
彼
独
自
の
発
音
と
訳
語
を
用
い
て
、
生
徒
に
読
ま
せ
る
こ
と
な
く
ひ
た
す
ら
に
ド
イ
ツ
語
原
文
を
訳
読
し
て
い
く
」。
教
科
書
は
「
教
養
主
義
的
な
ド
イ
ツ
を
中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
古
典
文
学
作
品
」
が
多
い
。
エ
ミ
ー
ル
・
ユ
ン
ケ
ル
は
、「
徹
底
的
な
暗
記
」
を
推
奨
し
、「
詩
や
散
文
の
暗
誦
を
主
体
」
と
す
る
⑽
。
ま
た
、
芥
川
龍
之
介
や
久
米
正
雄
や
菊
池
寛
は
第
一
高
等
学
校
時
代
、
明
治
四
十
三
年
度
に
一
年
三
組
と
し
て
福
間
博
の
ド
イ
ツ
語
の
授
業
を
受
け
た
⑾
こ
と
が
あ
る
。
芥
川
は
以
下
の
よ
う
に
回
想
し
た
。
福
間
先
生
は
常
人
よ
り
も
寧
ろ
背
は
低
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
何
で
も
金
縁
の
近
眼
鏡
を
か
け
、
可
成
長
い
口
髭
を
蓄
へ
て
ゐ
ら
れ
た
や
う
に
覚
え
て
ゐ
る
。
僕
等
は
皆
福
間
先
生
に
或
親
し
み
を
抱
い
て
ゐ
た
。
そ
れ
は
先
生
も
青
年
の
や
う
に
諧
謔
を
好
ん
で
ゐ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
先
生
は
一
学
期
の
或
時
間
に
久
米
正
雄
に
か
う
言
は
れ
た
。
「
君
に
は
こ
の
言
葉
の
意
味
が
ク
メ
と
れ
な
い
で
す
か
？
」
久
米
も
亦
忽
ち
洒
落
を
以
て
酬
い
た
。
「
え
え
、
ち
よ
つ
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ど
う
言
ふ
意
味
が
フ
ク
マ
つ
て
ゐ
る
か
ー
ー
」
福
間
先
生
は
二
学
期
か
ら
い
き
な
り
僕
等
に
ゲ
ラ
ア
デ
・
ア
ウ
ス
と
云
ふ
ギ
ズ
キ
イ
の
警
句
集
を
教
へ
ら
れ
た
。
僕
等
の
新
単
語
に
悩
ま
さ
れ
た
こ
と
は
言
ふ
を
待
た
な
い
の
に
違
ひ
な
い
。
僕
は
未
だ
に
そ
の
本
に
あ
つ
た
、
シ
ユ
タ
ア
ツ
・
ヘ
モ
ロ
イ
ダ
リ
ウ
ス
と
云
ふ
、
不
可
思
議
な
言
葉
を
記
憶
し
て
ゐ
る
。
こ
の
言
葉
は
恐
ら
く
は
一
生
の
間
薄
暗
い
僕
の
脳
味
噌
の
ど
こ
か
に
木
の
子
の
や
う
に
生
へ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。⑿
そ
し
て
、
同
級
生
の
菊
池
寛
は
以
下
の
よ
う
に
回
想
し
た
。
森
鷗
外
「
二
人
の
友
」
論
九
八
一
年
生
の
と
き
、
福
間
博
と
云
ふ
先
生
が
「
ゲ
ラ
ー
デ
ア
ウ
ス
」
と
云
ふ
ド
イ
ツ
語
の
教
科
書
を
使
つ
た
。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
の
社
会
思
想
家
の
ギ
チ
イ
キ
イ
と
か
云
ふ
男
の
随
筆
集
で
、
社
会
主
義
的
な
警
句
集
だ
つ
た
。
こ
の
本
か
ら
は
我
々
は
み
ん
な
多
少
と
も
思
想
的
な
影
響
を
受
け
た
と
思
ふ
。
福
間
先
生
の
こ
と
は
前
に
も
か
い
た
が
ド
イ
ツ
語
を
や
つ
て
ま
だ
一
学
期
に
し
か
な
ら
な
い
我
々
を
、
思
想
的
に
は
既
に
大
人
と
見
て
、
メ
ル
ヘ
ン
や
小
説
な
ど
を
選
ば
ず
、
忽
ち
か
う
云
ふ
も
の
を
よ
ま
せ
た
の
は
、
こ
の
人
の
卓
見
だ
と
思
ふ
。
さ
す
が
に
、
鷗
外
博
士
の
弟
子
だ
け
は
あ
る
と
思
ふ
。⒀
二
人
が
福
間
博
に
つ
い
て
印
象
に
残
っ
た
の
は
用
い
た
教
科
書
で
あ
っ
た
。
一
般
的
に
教
科
書
と
し
て
選
ぶ
「
メ
ル
ヘ
ン
や
小
説
な
ど
」
で
は
な
く
、
福
間
博
は
社
会
主
義
思
想
集
の
教
科
書
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。「
こ
の
言
葉
は
恐
ら
く
は
一
生
の
間
薄
暗
い
僕
の
脳
味
噌
の
ど
こ
か
に
木
の
子
の
や
う
に
生
へ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
」、「
こ
の
本
か
ら
は
我
々
は
み
ん
な
多
少
と
も
思
想
的
な
影
響
を
受
け
た
」
と
二
人
の
回
想
か
ら
見
る
と
、
福
間
博
の
教
授
法
は
暗
記
法
が
特
徴
的
と
い
う
よ
り
、
教
科
書
を
選
ぶ
傾
向
か
ら
学
生
に
思
想
的
な
面
に
も
教
え
よ
う
と
す
る
意
識
が
顕
著
的
で
あ
る
。
芥
川
と
菊
池
寛
の
回
想
に
お
い
て
、
小
説
「
二
人
の
友
」
で
Ｆ
君
は
安
国
寺
さ
ん
を
病
に
罹
ら
せ
た
ぐ
ら
い
語
格
の
規
則
の
暗
記
を
強
要
し
た
が
、
福
間
博
に
こ
の
よ
う
な
暗
記
を
強
い
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り
、「
二
人
の
友
」
に
お
い
て
、
鷗
外
は
モ
デ
ル
の
福
間
博
の
ユ
ー
モ
ア
や
思
想
形
態
な
ど
を
捨
象
し
、
当
時
一
般
的
な
暗
記
法
で
あ
る
教
授
法
を
取
り
上
げ
、
学
問
の
理
想
が
高
く
、
無
遠
慮
で
我
が
道
を
行
く
Ｆ
君
像
を
作
り
上
げ
た
。
才
能
が
あ
る
若
者
と
い
う
点
に
お
い
て
、
Ｆ
君
は
鷗
外
が
一
ヶ
月
前
に
同
じ
雑
誌
『A
R
S
』
に
発
表
し
た
小
説
「
天
寵
」
の
Ｍ
君
と
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｍ
君
に
と
っ
て
、
審
査
員
の
「
私
」
は
指
導
者
の
立
場
に
い
る
師
に
当
た
る
人
物
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
前
述
し
た
菊
池
寛
の
回
想
で
、
菊
池
寛
が
福
間
博
を
「
鷗
外
博
士
の
弟
子
」
と
認
識
し
、
小
説
で
は
Ｆ
君
が
「
私
に
ド
イ
ツ
語
を
学
び
た
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
Ｆ
君
と
「
私
」
の
交
際
か
ら
見
れ
ば
、「
二
人
の
友
」
と
題
し
た
よ
う
に
、「
私
」
は
師
と
い
う
指
導
者
よ
り
、
Ｆ
君
と
知
識
を
交
換
す
る
友
人
と
い
う
立
ち
位
置
が
明
白
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｆ
君
の
「
私
」
が
同
等
な
地
位
に
い
る
森
鷗
外
「
二
人
の
友
」
論
九
九
こ
と
に
よ
り
、「
私
」
と
Ｆ
君
が
安
国
寺
さ
ん
に
対
す
る
教
授
法
が
比
較
対
象
に
あ
げ
ら
れ
、「
私
」
と
Ｆ
君
の
交
際
が
続
く
と
共
に
、
関
係
性
も
変
わ
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
、「
私
」
と
主
人
公
の
青
年
の
関
係
性
が
異
な
る
一
方
、
Ｍ
君
は
芸
術
青
年
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
Ｆ
君
は
学
問
に
邁
進
す
る
青
年
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
雑
誌
『A
R
S
』
は
芸
術
青
年
の
応
援
を
目
的
に
し
た
雑
誌
で
あ
る
。
で
は
、「
二
人
の
友
」
を
『A
R
S
』
に
投
稿
し
た
鷗
外
は
、
学
問
と
芸
術
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
三
、
学
問
と
芸
術
「
二
人
の
友
」
は
芸
術
を
応
援
す
る
た
め
の
雑
誌
『A
R
S
』
に
発
表
さ
れ
た
一
方
、
鷗
外
に
お
け
る
芸
術
と
学
問
は
異
な
る
定
義
で
あ
る
。「
し
が
ら
み
草
紙
の
本
領
を
論
ず
」（『
柵
草
紙
』
第
一
号
、
明
治
二
二
年
十
月
）
で
は
、
主
に
文
学
・
詩
学
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
道
学
、
哲
学
も
言
及
し
た
。
上
垣
外
憲
一
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。
し
か
し
、『
し
が
ら
み
草
紙
の
本
領
を
論
ず
』
で
は
、
芸
術
に
最
も
力
点
を
置
き
な
が
ら
も
、
機
智
、
徳
義
、
風
雅
、
即
ち
学
問
、
道
徳
、
芸
術
が
そ
れ
ぞ
れ
真
、
善
、
美
の
伝
統
的
三
分
法
に
対
応
し
て
、
一
国
民
に
と
っ
て
は
ど
れ
を
欠
い
て
も
人
間
性
の
完
成
を
望
み
得
な
い
三
つ
の
柱
と
し
て
並
列
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
或
る
意
味
で
常
識
的
な
、
異
な
る
原
理
間
の
調
和
と
い
う
考
え
方
は
、
特
に
学
問
と
芸
術
の
関
係
と
し
て
は
、
鷗
外
に
と
っ
て
最
後
ま
で
並
列
的
な
形
で
残
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。⒁
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
帰
国
し
た
鷗
外
は
既
に
芸
術
と
学
問
を
区
別
し
て
い
た
。
学
問
は
真
理
を
追
求
す
る
学
科
で
あ
り
、
芸
術
は
美
を
追
求
す
る
学
科
で
あ
る
。
で
は
、
鷗
外
に
と
っ
て
芸
術
は
何
だ
ろ
う
か
。
小
説
家
を
目
指
し
て
上
京
し
た
小
泉
純
一
を
描
い
た
小
説
「
青
年
」（『
ス
バ
ル
』
第
二
年
第
三
号
〜
第
三
年
第
八
号
、
明
治
四
三
年
三
月
〜
明
治
四
四
年
八
月
）
の
主
題
に
つ
い
て
、
長
谷
川
泉
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。
森
鷗
外
「
二
人
の
友
」
論
一
〇
〇
で
き
の
悪
い
作
品
「
青
年
」
の
内
容
を
構
成
す
る
主
軸
は
三
つ
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
純
一
の
創
造
力
が
芸
術
家
と
し
て
成
熟
す
る
過
程
。
そ
の
二
は
、
純
一
の
人
生
観
・
世
界
観
、
と
く
に
自
然
主
義
勃
興
当
時
の
個
性
の
覚
醒
や
新
時
代
の
道
徳
思
想
な
ど
に
促
さ
れ
て
成
長
し
て
ゆ
く
考
え
方
の
形
成
過
程
。
そ
の
三
は
、
純
一
の
恋
愛
お
よ
び
性
慾
の
体
験
。（
中
略
）
そ
し
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
モ
メ
ン
ト
は
、
す
べ
て
第
一
の
モ
メ
ン
ト
、
純
一
の
作
家
と
し
て
の
成
長
に
帰
結
す
る
。⒂
す
な
わ
ち
、
生
の
体
験
は
芸
術
家
の
芸
術
性
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
芸
術
家
を
成
長
さ
せ
る
。
芸
術
と
生
は
対
立
す
る
関
係
で
は
な
く
、
共
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
じ
雑
誌
『A
R
S
』
に
発
表
し
た
画
学
生
Ｍ
君
を
描
い
た
小
説
「
天
寵
」（『A
R
S
』
第
一
巻
第
一
号
、
大
正
四
年
四
月
）
で
「
私
」
が
師
友
の
交
際
を
勧
め
た
の
は
、
Ｍ
君
を
生
と
直
面
さ
せ
る
た
め
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
、「
二
人
の
友
」
に
お
い
て
、
学
問
に
対
す
る
態
度
が
違
う
。
小
説
で
、「
私
」
と
Ｆ
君
の
関
係
は
何
回
も
変
わ
っ
た
。
最
初
に
Ｆ
君
が
「「
私
」
に
ド
イ
ツ
語
を
学
び
た
い
」
と
言
っ
た
時
、「
私
」
は
「
若
し
狂
人
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
疑
っ
た
。
そ
し
て
「
私
」
はW
undt
（
引
用
者
注：
ド
イ
ツ
の
心
理
学
者
、
哲
学
者
の
ヴ
ン
ド
）
の
本
を
Ｆ
君
の
前
に
出
し
、
Ｆ
君
が
「
発
音
が
好
」
く
、「
す
ら
す
ら
と
読
」
み
、「
殆
ど
術
語
の
み
か
ら
組
み
立
て
ゝ
あ
る
原
文
の
意
味
を
、
苦
も
な
く
説
き
明
か
し
た
」。「
私
」
は
「
Ｆ
君
は
狂
人
ど
こ
ろ
で
は
無
い
。
君
の
自
信
の
大
き
い
の
は
当
然
の
事
で
あ
る
」
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
Ｆ
君
が
お
金
が
な
い
と
言
っ
た
時
、
「
私
」
は
「
又
頗
る
君
を
軽
く
し
」、
Ｆ
君
の
こ
と
を
「
徼
倖
者
」
と
見
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
私
」
に
お
け
る
葛
藤
は
、
Ｆ
君
の
学
問
の
造
詣
の
高
さ
と
Ｆ
君
の
動
機
の
不
純
と
い
う
学
問
と
道
徳
の
二
つ
の
側
面
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。「
私
」
に
と
っ
て
理
想
的
な
知
識
人
像
は
学
識
の
深
さ
が
判
断
の
唯
一
の
基
準
で
は
な
い
。
そ
の
後
、「
私
」
と
Ｆ
君
の
距
離
が
縮
ま
っ
た
理
由
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
森
鷗
外
「
二
人
の
友
」
論
一
〇
一
Ｆ
君
と
私
の
距
離
を
縮
め
た
、
主
な
原
因
は
私
が
君
の
「
童
貞
」
を
発
見
し
た
処
に
存
ず
る
。
君
が
殆
ど
異
性
に
関
す
る
知
識
を
有
せ
ぬ
こ
と
を
発
見
し
た
処
に
存
ず
る
。
（
中
略
）
此
事
が
あ
つ
て
か
ら
私
は
、
Ｆ
君
の
異
性
に
対
す
る
言
動
に
、
細
か
に
注
意
し
た
。
そ
し
て
君
が
此
方
面
に
於
い
て
全
く
無
経
験
で
あ
る
こ
と
を
知
つ
た
。
君
は
衣
食
の
闕
乏
を
憂
へ
な
い
。
君
は
性
慾
を
制
し
て
ゐ
る
。
君
は
尋
常
の
徼
幸
者
と
は
違
ふ
。
君
は
兎
に
角
え
ら
い
と
、
私
は
思
つ
た
。
そ
こ
で
初
め
君
と
の
間
に
保
留
し
て
置
い
た
距
離
が
次
第
に
短
縮
す
る
の
を
、
私
は
妨
げ
よ
う
と
は
し
な
か
つ
た
。
「
私
」
が
Ｆ
君
と
距
離
を
縮
め
た
の
は
Ｆ
君
が
「
異
性
に
関
す
る
知
識
を
有
せ
ぬ
」
童
貞
だ
と
知
っ
た
か
ら
で
あ
る
。「
性
慾
を
制
し
て
ゐ
る
」
こ
と
が
「
兎
に
角
え
ら
い
」
と
い
う
考
え
方
か
ら
み
る
と
、
異
性
を
制
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
出
来
な
い
か
が
学
問
の
岐
路
と
な
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
勉
強
に
つ
い
て
意
見
が
分
か
れ
た
後
、「
私
」
と
Ｆ
君
は
「
時
々
逢
つ
て
遠
慮
の
な
い
話
を
す
る
。
二
人
の
間
に
は
世
間
並
の
友
人
関
係
が
成
り
立
つ
た
の
で
あ
る
」
と
、
学
問
の
交
流
が
な
く
な
っ
た
が
、
世
間
並
の
友
人
関
係
が
成
り
立
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
対
し
、
Ｆ
君
が
女
学
生
と
結
婚
し
、
第
一
高
等
学
校
の
教
師
に
な
っ
て
か
ら
、「
私
」
と
Ｆ
君
が
忙
し
く
、「
互
に
訪
問
す
る
こ
と
を
許
さ
ぬ
の
で
、
私
は
時
々
巣
鴨
三
田
線
の
電
車
の
中
で
、
君
と
語
を
交
え
る
に
過
ぎ
な
」
く
、
関
係
が
薄
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、「
私
」
は
無
意
識
に
学
問
と
異
性
を
対
立
さ
せ
て
い
る
。
鷗
外
の
小
説
で
、
学
問
と
女
性
関
係
が
対
立
す
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
の
は
稀
で
は
な
い
。「
舞
姫
」（『
国
民
の
友
』、
明
治
二
三
年
一
月
）
で
、
豊
太
郎
が
エ
リ
ス
と
別
れ
る
最
後
は
示
唆
的
で
あ
る
。
ま
た
、「
妄
想
」（『
三
田
文
学
』
第
二
巻
第
三
号
、
第
四
号
、
明
治
四
四
年
三
月
、
四
月
）
に
学
問
に
対
し
て
以
下
の
よ
う
な
文
が
あ
る
。
時
と
し
て
は
そ
の
為
事
が
手
に
附
か
な
い
。
神
経
が
異
様
に
興
奮
し
て
、
心
が
澄
み
切
つ
て
ゐ
る
の
に
、
書
物
を
開
け
て
、
他
人
の
思
想
の
跡
を
森
鷗
外
「
二
人
の
友
」
論
一
〇
二
辿
つ
て
行
く
の
が
も
ど
か
し
く
な
る
。
自
分
の
思
想
が
自
由
行
動
を
取
つ
て
来
る
。
自
然
科
学
の
う
ち
で
最
も
自
然
科
学
ら
し
い
医
学
を
し
て
ゐ
て
、exact
な
学
問
と
い
ふ
こ
と
を
性
命
に
し
て
ゐ
る
の
に
、
な
ん
と
な
く
心
の
飢
を
感
じ
て
来
る
。
生
と
い
ふ
も
の
を
考
へ
る
。
自
分
の
し
て
ゐ
る
事
が
、
そ
の
生
の
内
容
を
充
た
す
に
足
る
か
ど
う
だ
か
と
思
ふ
。
生
ま
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
、
自
分
は
何
を
し
て
ゐ
る
か
。
始
終
何
物
か
に
策
う
た
れ
駆
け
ら
れ
て
ゐ
る
や
う
に
学
問
と
い
ふ
こ
と
に
齷
齪
し
て
ゐ
る
。⒃
こ
の
一
文
は
学
問
と
生
を
め
ぐ
る
思
考
で
あ
る
。
上
垣
外
憲
一
氏
は
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。
引
用
文
中
の
何
か
し
ら
強
制
的
に
勉
強
さ
せ
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
感
覚
は
、
国
家
有
用
の
学
問
を
要
求
す
る
政
府
、
そ
し
て
直
接
的
に
は
軍
陣
に
於
い
て
役
立
つ
医
学
を
要
求
す
る
陸
軍
軍
医
局
の
上
司
た
ち
の
存
在
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
解
釈
が
で
き
る
。
し
か
し
鷗
外
は
そ
の
よ
う
な
背
景
の
黒
幕
的
存
在
を
特
定
せ
ず
に
、
単
に
「
何
物
」
と
だ
け
呼
ん
で
い
る
。
し
か
も
冒
頭
で
明
言
さ
れ
て
い
る
対
立
の
図
式
は
、
鷗
外
対
国
家
で
は
な
く
し
て
、
自
然
科
学
と
「
生
」
の
対
立
で
あ
る
。⒄
鷗
外
に
と
っ
て
、
自
然
科
学
、
真
理
の
追
求
を
目
指
す
学
問
と
政
治
、
恋
愛
を
内
包
す
る
生
の
対
立
が
調
和
で
き
な
い
矛
盾
で
あ
る
。
小
説
に
お
い
て
、
Ｆ
君
と
知
り
合
っ
た
小
倉
時
代
の
「
私
」
は
妻
が
お
ら
ず
、
生
と
対
立
し
て
学
問
に
専
念
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、「
私
」
は
「
異
性
に
関
す
る
知
識
を
有
せ
ぬ
」
Ｆ
君
が
生
と
対
立
す
る
姿
勢
を
見
て
共
感
し
た
た
め
距
離
を
縮
め
た
の
だ
ろ
う
。
学
問
と
芸
術
は
生
と
の
関
係
性
が
違
う
。
森
鷗
外
「
二
人
の
友
」
論
一
〇
三
四
、「
二
人
の
友
」
か
ら
見
る
学
問
観
で
は
、
鷗
外
は
学
問
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。
小
説
に
入
る
前
に
、
ま
ず
は
鷗
外
に
と
っ
て
学
問
の
定
義
を
確
認
し
た
い
。
鷗
外
は
明
治
二
十
年
に
ド
イ
ツ
留
学
中
の
ベ
ル
リ
ン
で
「Eindrücke
（
感
想
）」
や
「Ideensplitter
（
想
片
）」
と
い
っ
た
メ
モ
で
、
ド
イ
ツ
の
学
問
論
に
触
れ
、
彼
の
考
え
を
記
録
し
た
。
日
本
の
大
学
は
学
問
を
行
う
べ
き
場
所
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
学
問
の
自
由
が
保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
実
験
・
観
察
・
帰
納
法
を
重
視
す
る
と
い
う
⒅
内
容
で
あ
っ
た
。
帰
国
後
の
鷗
外
は
ド
イ
ツ
の
学
問
観
を
吸
収
し
、
明
治
二
十
二
年
に
「
大
学
の
自
由
を
論
ず
」
と
題
す
る
文
章
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
を
例
と
し
て
挙
げ
、
功
利
主
義
を
除
い
た
大
学
の
自
由
、
学
問
の
自
由
を
唱
え
た
⒆
。
ま
た
、
明
治
三
十
五
年
三
月
二
十
四
日
に
鷗
外
は
小
倉
か
ら
東
京
へ
出
発
す
る
前
に
、
小
倉
偕
行
社
で
陸
軍
関
係
者
相
手
に
「
洋
学
の
盛
衰
を
論
ず
」
と
題
す
る
講
演
を
行
な
っ
た
。
こ
の
講
演
で
は
、「
学
問
の
生
物
た
り
、
特
異
の
雰
囲
気
を
得
て
始
め
て
成
長
す
る
」
と
学
問
を
成
長
さ
せ
る
「
雰
囲
気
」
の
重
要
性
を
説
い
た
⒇
。
鷗
外
が
吸
収
し
た
ド
イ
ツ
の
学
問
観
の
基
盤
と
な
っ
た
の
は
、
ド
イ
ツ
人
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
が
提
唱
し
た
「
フ
ン
ボ
ル
ト
理
念
」
で
あ
る
。
こ
の
理
念
は
「
学
問
（W
issenschaft
）
と
は
、
確
定
し
た
知
識
を
伝
達
す
る
も
の
で
は
な
く
、
真
理
の
探
究
を
完
結
さ
せ
ず
に
継
続
的
に
行
う
も
の
で
あ
」
る
21
と
唱
え
た
。
鷗
外
は
ド
イ
ツ
の
学
問
観
を
受
け
、「
学
問
は
何
か
功
利
的
な
目
的
の
た
め
の
手
段
で
は
な
く
、
真
理
を
探
究
す
る
営
み
そ
の
も
の
を
意
味
」
す
る
22
と
認
識
し
た
。
小
説
は
小
倉
で
「
私
」
と
Ｆ
君
の
交
際
を
め
ぐ
る
前
半
と
、
東
京
で
Ｆ
君
と
安
国
寺
さ
ん
の
交
際
を
め
ぐ
る
後
半
に
二
分
さ
れ
て
い
る
。安
国
寺
さ
ん
に
ド
イ
ツ
語
を
教
え
る
こ
と
に
関
し
て
、「
私
」
と
Ｆ
君
は
以
下
の
よ
う
に
異
な
る
方
法
を
使
っ
た
。
森
鷗
外
「
二
人
の
友
」
論
一
〇
四
そ
こ
で
安
国
寺
さ
ん
は
哲
学
入
門
の
訳
読
を
、
私
に
し
て
貰
ふ
代
り
に
、
Ｆ
君
に
し
て
貰
お
う
と
し
た
。
然
る
に
私
と
Ｆ
君
と
は
外
国
語
の
扱
方
が
違
ふ
。
私
は
口
語
で
も
文
語
で
も
、
全
体
と
し
て
扱
ふ
。
Ｆ
君
は
そ
れ
を
一
々
語
格
上
か
ら
分
析
せ
ず
に
は
置
か
な
い
。
私
はK
oeber
さ
ん
（
引
用
者
注：
ド
イ
ツ
系
ロ
シ
ア
人
の
哲
学
者
ケ
ー
ベ
ル
）
の
哲
学
入
門
を
開
い
て
、
初
の
ペ
エ
ジ
か
ら
字
を
逐
つ
て
訳
し
て
聞
せ
た
。
し
か
も
勉
め
て
仏
経
の
語
を
用
ゐ
て
訳
す
る
や
う
に
し
た
。
唯
識
を
自
在
に
講
釈
す
る
だ
け
の
力
の
あ
る
安
国
寺
さ
ん
だ
か
ら
、
そ
れ
を
丁
度
尋
常
の
人
がFi-
bel
（
引
用
者
注：
初
学
書
、
入
門
書
）
や
読
本
を
解
す
る
や
う
に
解
し
た
。
Ｆ
君
は
こ
の
流
義
を
踏
襲
す
る
こ
と
を
肯
ぜ
ず
に
、
安
国
寺
さ
ん
に
語
格
か
ら
教
へ
込
ま
う
と
し
た
。
安
国
寺
さ
ん
は
全
く
違
つ
た
方
面
の
労
力
を
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
の
で
、
ひ
ど
く
苦
し
ん
だ
。
（
中
略
）
私
が
満
洲
で
受
け
取
つ
た
手
紙
の
う
ち
に
、
安
国
寺
さ
ん
の
手
紙
が
あ
つ
た
。
そ
の
中
に
重
い
病
気
の
た
め
に
ド
イ
ツ
語
の
研
究
を
思
ひ
止
ま
つ
て
、
房
州
辺
の
海
岸
転
地
療
養
に
往
く
と
云
ふ
こ
と
が
書
い
て
あ
つ
た
。（
中
略
）
私
は
安
国
寺
さ
ん
が
語
学
の
た
め
に
甚
だ
し
く
苦
し
ん
で
、
其
病
を
惹
き
起
し
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
つ
た
。
ど
ん
な
複
雑
な
論
理
を
も
容
易
く
辿
つ
て
行
く
人
が
、
却
つ
て
器
械
的
に
諳
ん
じ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
語
格
の
規
則
に
悩
ま
さ
れ
た
の
は
、
想
像
し
て
も
気
の
毒
だ
と
、
私
は
つ
く
づ
く
思
つ
た
。
「
私
」
は
安
国
寺
さ
ん
が
熟
知
し
て
い
る
仏
経
を
ド
イ
ツ
哲
学
と
結
び
つ
い
て
ド
イ
ツ
語
を
教
え
た
こ
と
に
対
し
、
Ｆ
君
は
機
械
的
な
暗
記
を
強
要
し
、
語
格
か
ら
教
え
た
。
そ
し
て
、
安
国
寺
さ
ん
が
東
京
を
離
れ
た
の
は
重
い
病
気
の
た
め
で
あ
る
が
、「
私
」
は
そ
の
病
気
が
語
学
の
勉
強
が
原
因
だ
と
疑
っ
た
。
つ
ま
り
、「
私
」
か
ら
見
れ
ば
、
Ｆ
君
の
教
授
法
は
、
安
国
寺
さ
ん
に
と
っ
て
は
苦
し
み
の
種
で
あ
り
、
学
問
探
究
の
妨
げ
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
私
」
は
安
国
寺
さ
ん
の
こ
と
を
「
気
の
毒
だ
」
と
思
っ
た
。
結
果
的
に
、「
私
」
は
安
国
寺
さ
ん
が
語
学
勉
強
を
放
棄
し
た
の
は
、
Ｆ
君
の
教
授
法
が
原
因
で
あ
る
と
思
い
込
ん
だ
。
こ
の
よ
う
な
強
要
的
な
教
育
へ
の
反
感
は
鷗
外
の
ほ
か
の
文
章
か
ら
も
窺
え
る
。
鷗
外
は
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
帰
国
後
、
日
本
の
大
学
制
度
を
次
の
よ
う
に
批
判
し
た
。
森
鷗
外
「
二
人
の
友
」
論
一
〇
五
研
究
者
は
学
を
愛
し
、
営
業
者
は
学
に
服
す
。
愛
す
る
も
の
は
猶
世
俗
の
食
色
に
於
け
る
が
如
く
、
服
す
る
も
の
は
猶
俘
囚
の
鞭
笞
を
見
る
が
如
し
。
夫
れ
之
を
愛
せ
り
。
故
に
一
時
岐
路
に
迷
ひ
、
花
柳
に
耽
り
、
賭
博
に
遊
ぶ
も
の
あ
り
と
雖
ど
も
、
決
し
て
全
く
心
を
喪
ふ
に
至
ら
ず
。
其
再
び
学
問
の
途
に
上
る
こ
と
、
旅
客
の
郷
に
還
る
が
如
し
。
彼
俘
囚
的
学
生
に
至
て
は
、
則
ち
課
程
厳
な
り
、
服
制
粛
た
り
、
而
れ
ど
も
桎
梏
一
た
び
脱
し
て
、
逃
奔
し
て
、
逃
奔
還
ら
ず
。
刻
薄
假
す
こ
と
な
き
の
学
監
あ
り
と
雖
ど
も
、
果
た
し
て
何
の
用
を
か
為
さ
ん
。23
上
記
の
文
章
で
は
、
鷗
外
は
政
府
・
大
学
が
学
生
・
研
究
へ
の
過
度
の
干
渉
を
反
対
し
、
学
問
の
自
由
を
提
唱
し
た
。
政
府
・
大
学
と
い
う
枷
を
掛
け
る
具
体
的
な
対
象
を
含
め
、
鷗
外
は
外
部
か
ら
学
生
・
学
問
へ
の
干
渉
を
嫌
悪
し
て
い
る
。
学
生
は
学
問
の
道
の
「
岐
路
に
迷
ひ
」、
内
部
に
よ
る
阻
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
学
問
の
道
に
帰
れ
る
が
、
外
部
に
よ
る
阻
害
や
干
渉
が
発
生
す
る
場
合
、
学
問
の
道
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
鷗
外
が
提
唱
し
た
の
は
、
外
部
に
よ
る
干
渉
が
な
い
学
問
で
き
る
環
境
で
あ
る
。
小
説
で
安
国
寺
さ
ん
の
教
授
法
を
め
ぐ
っ
て
、「
私
」
は
「K
oeber
さ
ん
の
哲
学
入
門
を
開
い
て
、
初
の
ペ
エ
ジ
か
ら
字
を
逐
つ
て
訳
し
て
聞
せ
た
。
し
か
も
勉
め
て
仏
経
の
語
を
用
ゐ
て
訳
す
る
や
う
に
し
た
」
こ
と
を
通
し
て
安
国
寺
さ
ん
に
ド
イ
ツ
語
を
教
え
た
と
い
う
よ
り
、
ド
イ
ツ
語
を
使
っ
て
安
国
寺
さ
ん
に
ド
イ
ツ
語
哲
学
の
扉
を
開
い
た
。
し
か
し
、
Ｆ
君
の
教
授
法
は
語
格
に
止
ま
り
、
学
問
探
究
へ
の
導
き
が
見
え
な
い
。「
ど
ん
な
複
雑
な
論
理
を
も
容
易
く
辿
つ
て
行
く
」
安
国
寺
さ
ん
は
ひ
ど
く
苦
し
ん
で
お
り
、
語
学
勉
強
を
放
棄
し
た
。
Ｆ
君
は
「
私
」
の
教
授
法
を
「
踏
襲
す
る
こ
と
を
肯
ぜ
ず
に
」、
一
方
的
な
教
授
を
安
国
寺
さ
ん
に
押
し
付
け
た
。
安
国
寺
さ
ん
の
学
問
の
道
、
ド
イ
ツ
哲
学
と
仏
経
唯
識
の
比
較
研
究
は
Ｆ
君
の
「
桎
梏
」
に
よ
っ
て
閉
ざ
さ
れ
た
。
「
私
」
と
Ｆ
君
が
学
問
に
関
す
る
意
見
の
相
違
は
安
国
寺
さ
ん
の
教
授
法
以
前
に
既
に
あ
っ
た
。
こ
れ
が
頗
る
私
と
君
と
の
交
際
の
上
に
影
響
し
た
。
な
ぜ
か
と
云
ふ
に
、
君
が
尋
ね
て
来
て
も
、
私
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
事
を
話
す
か
ら
で
あ
る
。
君
は
、「
フ
ラ
ン
ス
語
も
面
白
い
で
せ
う
が
、
僕
は
二
つ
の
語
を
浅
く
知
る
よ
り
、
一
つ
の
語
を
深
知
り
た
い
の
で
す
」
と
云
ふ
。「
亦
一
説
だ
ね
」
森
鷗
外
「
二
人
の
友
」
論
一
〇
六
と
、
私
は
云
ふ
。
此
背
面
に
は
、
さ
う
ば
か
り
は
行
か
ぬ
と
云
ふ
意
味
が
あ
る
。
君
は
そ
れ
を
察
す
る
。
そ
し
て
多
少
気
ま
づ
く
思
ふ
。
其
上
余
り
に
往
来
し
た
挙
句
に
、
必
然
起
る
厭
倦
の
情
も
交
つ
て
来
る
。
そ
こ
で
毎
日
来
た
君
が
一
日
を
隔
て
て
来
る
や
う
に
な
る
。
二
日
を
隔
て
て
来
る
や
う
に
な
る
。
譬
へ
て
言
へ
ば
、
二
人
は
最
初
遠
く
離
れ
た
並
行
線
の
や
う
に
生
活
し
て
ゐ
た
の
に
、
一
時
其
距
離
が
逼
り
近
づ
い
て
来
て
、
今
又
近
く
離
れ
た
並
行
線
の
や
う
に
生
活
す
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
一
つ
の
言
語
に
専
念
す
る
Ｆ
君
の
姿
勢
に
対
し
て
、「
私
」
は
多
く
の
言
語
を
勉
強
し
た
い
と
い
う
姿
勢
を
取
る
。
外
国
語
の
勉
強
の
意
義
に
つ
い
て
、
鷗
外
は
「
洋
学
の
盛
衰
を
論
ず
」（『
公
衆
医
事
』
第
六
巻
第
四
号
、
第
五
号
、
明
治
三
五
年
六
月
）
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。
予
は
外
国
語
を
以
て
、
併
せ
て
外
国
学
を
研
究
す
る
用
に
供
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
な
り
。
或
は
曰
く
。
既
往
の
外
国
語
を
修
め
し
者
は
、
能
く
書
を
読
み
て
、
其
語
を
口
に
す
る
こ
と
能
は
ず
。
今
後
は
唯
ゞ
会
話
せ
よ
。
書
を
読
む
こ
と
勿
れ
と
。
予
は
真
に
外
国
語
に
通
ず
る
も
の
ゝ
、
会
話
と
読
書
と
、
之
く
と
し
て
不
可
な
る
こ
と
な
き
を
信
ず
。
若
し
会
話
の
み
に
し
て
足
る
と
曰
は
ゞ
、
是
れ
庖
丁
の
外
国
語
の
み
。24
こ
の
文
か
ら
鷗
外
が
外
国
語
話
者
に
求
め
る
も
の
が
窺
え
る
。
外
国
語
は
「
外
国
学
」
を
学
ぶ
一
つ
の
手
段
で
あ
り
、
学
問
研
究
の
手
段
で
あ
る
。
外
国
語
話
者
は
言
語
の
勉
強
が
最
終
の
目
的
で
は
な
く
、
外
国
語
を
通
し
て
更
な
る
学
問
の
探
究
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
小
説
で
も
窺
え
る
。
例
え
ば
、
Ｆ
君
と
初
対
面
の
時
、
Ｆ
君
が
「
私
」
の
見
て
い
る
ド
イ
ツ
語
の
専
門
的
な
心
理
学
の
本
を
す
ら
す
ら
と
読
み
上
げ
た
こ
と
で
、「
私
」
は
「
Ｆ
君
は
狂
人
ど
こ
ろ
で
は
無
い
。
君
の
自
信
の
大
き
い
の
は
当
然
の
事
で
あ
る
」
と
Ｆ
君
の
学
問
を
認
め
た
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
語
に
精
通
し
た
「
私
」
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
勉
強
し
始
め
、
真
理
探
究
の
手
段
を
増
や
そ
う
と
し
た
。
恐
ら
く
「
私
」
は
ド
イ
ツ
語
だ
け
で
は
、
真
理
探
究
の
限
界
を
感
じ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
Ｆ
君
が
「
一
つ
の
語
を
深
く
知
り
た
い
」
と
い
う
学
問
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
「
私
」
と
は
違
う
。
学
問
の
真
理
探
究
の
道
で
、「
私
」
は
一
つ
の
道
が
通
じ
な
い
森
鷗
外
「
二
人
の
友
」
論
一
〇
七
場
合
に
別
の
道
を
探
す
が
、
Ｆ
君
は
一
つ
の
道
に
専
念
す
る
。「
私
」
と
Ｆ
君
が
学
問
に
対
す
る
根
本
的
な
差
は
こ
こ
に
あ
る
。
五
、
お
わ
り
に
鷗
外
は
学
問
と
芸
術
の
違
い
を
知
っ
て
い
る
が
、「
二
人
の
友
」
を
『A
R
S
』
に
投
稿
し
た
。
鷗
外
は
「
学
問
の
自
由
研
究
と
芸
術
の
自
由
発
展
と
を
妨
げ
る
国
は
栄
え
る
筈
が
な
い
」25
と
訴
え
た
よ
う
に
、
学
問
と
芸
術
は
未
来
の
繁
栄
に
関
わ
る
重
要
な
学
問
分
野
で
あ
る
。
そ
し
て
、
学
問
と
芸
術
の
い
ず
れ
も
生
と
の
関
係
性
が
異
な
る
が
、
個
人
の
内
部
か
ら
生
と
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
外
部
の
束
縛
を
脱
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
学
問
と
芸
術
は
同
じ
も
の
で
あ
る
。
鷗
外
は
こ
の
思
い
を
込
め
て
、
才
能
が
あ
る
青
年
を
見
守
り
な
が
ら
、
彼
の
学
問
観
を
小
説
に
書
き
込
み
、「
二
人
の
友
」
を
『A
R
S
』
に
投
稿
し
た
の
だ
ろ
う
。
※
本
文
引
用：
『
鷗
外
全
集
』
第
一
六
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
八
年
二
月
。
本
文
注
釈
引
用：
『
鷗
外
近
代
小
説
集
』
第
六
巻
、
岩
波
書
店
、
平
成
二
四
年
一
〇
月
。
な
お
、
全
て
の
引
用
は
、
原
則
と
し
て
新
字
に
改
め
、
ル
ビ
は
省
略
し
た
。
注
⑴
小
堀
桂
一
郎
、「
高
瀬
舟
」、『
森
鷗
外
文
業
解
題
創
作
篇
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岩
波
書
店
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昭
和
五
七
年
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、
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一
七
頁
。
⑵
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一
穎
、「
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水
俊
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鷗
外
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か
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の
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教
文
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平
成
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五
月
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二
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頁
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書
房
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蘭
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書
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の
言
葉
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R
S
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第
一
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大
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四
年
四
月
。
⑷
瀧
井
敬
子
、「
ア
テ
ネ
人
の
歌
」、『
森
鷗
外
事
典
』、
平
川
祐
弘
編
、
新
曜
社
、
令
和
二
年
一
月
一
〇
日
、
一
六
頁
。
⑸
田
中
実
、「「
二
人
の
友
」
の
〈
三
人
の
知
識
人
〉」、『
森
鷗
外
研
究
』
第
二
冊
、
和
泉
書
院
、
昭
和
六
三
年
五
月
、
五
六
頁
。
⑹
森
鷗
外
、「
小
倉
日
記
」、『
鷗
外
全
集
』
第
三
五
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
和
五
〇
年
一
月
、
三
〇
二
頁
。
⑺
川
田
国
芳
、「『
二
人
の
友
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に
つ
い
て
」、『
近
代
文
学
論
集
』
第
三
号
、
昭
和
五
二
年
、
一
六
頁
。
森
鷗
外
「
二
人
の
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」
論
一
〇
八
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森
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観
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楼
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関
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と
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書
房
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平
成
五
年
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、
五
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五
八
頁
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初
出：
『
文
学
散
歩
』、
昭
和
三
七
年
一
〇
、
一
二
月
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⑼
福
間
博
、「
一
高
の
履
歴
書
」、『
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外
』
第
一
一
号
、
昭
和
四
七
年
七
月
、
九
七
頁
。
⑽
松
井
健
人
、「
旧
制
第
一
高
等
学
校
の
ド
イ
ツ
語
教
育
課
程
と
教
授
方
法
に
か
ん
す
る
史
的
考
察
東
京
大
学
大
学
総
合
文
化
研
究
科
・
教
養
学
部
駒
場
博
物
館
第
一
高
等
学
校
関
連
資
料
を
中
心
に
」、『
東
京
大
学
文
書
館
紀
要
』
第
三
八
号
、
令
和
二
年
三
月
、
一
一
頁
。
⑾
注
⑽
に
同
じ
、
一
〇
〜
一
四
頁
。
⑿
芥
川
龍
之
介
、「
二
人
の
友
」、『
橄
欖
樹
』
第
一
高
等
学
校
校
友
会
第
三
百
号
記
念
号
、
大
正
一
五
年
二
月
、
一
六
四
頁
。
⒀
菊
池
寛
、「
半
自
叙
伝
」、『
菊
池
寛
全
集
』
第
二
十
三
巻
、
文
芸
春
秋
社
、
平
成
七
年
十
二
月
、
四
〇
頁
。（
初
出：
『
文
芸
春
秋
』、
昭
和
三
年
十
一
月
）
⒁
上
垣
外
憲
一
、「
森
鷗
外
と
ド
イ
ツ
の
学
問
・
芸
術
論
」、『
東
洋
大
学
紀
要
教
養
課
程
篇
』
第
二
三
号
、
昭
和
五
九
年
三
月
、
二
五
頁
。
⒂
長
谷
川
泉
、「「
青
年
」
論
」、『
森
鷗
外
論
考
』、
明
治
書
院
、
平
成
三
年
七
月
、
六
三
三
頁
。
⒃
森
鷗
外
、「
妄
想
」、『
鷗
外
全
集
』
第
八
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
七
年
六
月
、
二
〇
〇
頁
。（
初
出：
『
三
田
文
学
』
第
二
巻
第
三
号
、
第
四
号
、
明
治
四
四
年
三
月
、
四
月
）
⒄
注
⒁
に
同
じ
、
一
七
頁
。
⒅
児
島
由
理
、「
森
鷗
外
と
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
学
問
観
」、『
鷗
外
』
第
六
八
号
、
平
成
一
三
年
一
月
、
一
五
一
頁
。
⒆
森
鷗
外
、「
大
学
の
自
由
を
論
ず
」、『
鷗
外
全
集
』
第
二
二
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
八
年
八
月
、
一
九
〜
二
二
頁
。（
初
出：
『
国
民
の
友
』
第
五
十
七
号
、
明
治
二
二
年
七
月
二
二
日
）
⒇
森
鷗
外
、「
洋
学
の
盛
衰
を
論
ず
」、『
鷗
外
全
集
』
第
三
四
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
九
年
一
一
月
、
二
二
四
頁
。（
初
出：
『
公
衆
医
事
』
第
六
巻
第
四
号
、
第
五
号
、
明
治
三
五
年
六
月
）
21
注
⒅
に
同
じ
、
一
五
二
頁
。
22
林
正
子
、「「
学
問
的
真
理
」
の
今
日
的
価
値
と
社
会
的
意
義
│
鷗
外
研
究
〈
豊
熟
〉
の
一
年
│
」、『
日
本
近
代
文
学
』
第
九
〇
巻
、
平
成
二
六
年
五
月
、
二
二
二
頁
。
23
注
⒆
に
同
じ
、
二
一
頁
。
森
鷗
外
「
二
人
の
友
」
論
一
〇
九
24
注
⒇
に
同
じ
、
二
二
八
頁
。
25
森
鷗
外
、「
文
芸
の
主
義
」、『
鷗
外
全
集
』
第
二
六
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
八
年
一
二
月
、
四
二
五
頁
。（
初
題：
「
文
芸
談
片
」、
初
出：
『
東
洋
』
第
五
号
、
明
治
四
四
年
四
月
）
（
お
う
し
ん
や
・
関
西
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
）
森
鷗
外
「
二
人
の
友
」
論
一
一
〇
